
小中一貫教育における教員数の維持についての考え方

教員負担や学校の規模感を維持することによる教員数の維持について
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例）小中連携校 「4・3・2」の場合

中学校が１学年１クラスの場合

教科担任制の導入
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複式学級 ＝ ２学年で教員１人の配置 ※１人で２学年分の授業準備が必要

部活動

担当業務
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空き時間が出来る事で業務時間が短縮
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